
 

 

大
塩
の
乱 

 

〈
解
読
文
〉 

当
二
月
十
九
日
、
不
容
易 

企
お
よ
ひ
、
大
坂
市
中 

所
々
放
火
致
、
及
乱
妨
候
、 

元
大
坂
町
奉
行
組
与 

力
大
塩
平
八
郎
幷
組 

与
力
大
塩
格
之
助
、
同
瀬 

田
済
之
助
、
同
組
同
心 

渡
邉
良
左
衛
門
、
同
庄
司 

義
左
衛
門
、
同
近
藤
鍋
五
郎
、 

忰
近
藤
梶
五
郎
等
、
人 

相
書 

 
 
 

 
 
 

大
塩
平
八
郎 

一
年
齢
四
拾
五
六
歳 

一
顔
細
長
ク

、
色
白
キ

方 

一
眉
毛
細
、
薄
キ

方 

一
額
開
キ

、
月
代
青
キ

方 

一
眼
細
ク

、
つ
り
候
方 

一
鼻
常
躰 

一
耳
常
躰 

一
せ
い
常
躰
、
中
肉 

一
言
舌
さ
ハ
や
か
ニ
而

、
尖
キ

方 

 
 

其
節
着
用 

一
鍬
形
付
甲
着
用 

一
黒
キ

陣
羽
折 

一
其
余
着
用
不
分 

 

〈
読
み
下
し
文
〉 

当
二
月
十
九
日
、
容
易
な
ら
ざ
る
企

く
わ
だ

て
に
及
び
、
大
坂
市
中
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

放
火
致
し
、
乱
妨

ら
ん
ぼ
う

に
及
び
候
、
元
大
坂
町
奉
行
組
与
力

よ

り

き

大
塩
平
八
郎
並
び
に

組
与
力
大
塩
格
之
助
、
同
瀬
田
済
之
助
、
同
組
同
心

ど
う
し
ん

渡
邉
良
左
衛
門
、
同
庄

司
義
左
衛
門
、
同
近
藤
鍋 な

べ

五
郎
、
忰

せ
が
れ

近
藤
梶 か

じ

五
郎
ら
、
人
相
書

に
ん
そ
う
が
き 

 
 
 

 

大
塩
平
八
郎 

一
年
齢
四
十
五
・
六
歳 

一
顔
細
長
く
、
色
白
き
方 ほ

う 

一
眉
毛

ま

ゆ

げ

細
く
、
薄
き
方 

一
額

ひ
た
い

開
き
、
月
代

さ
か
や
き

青
き
方 

一
眼
細
く
、
つ
り
候
方 

一
鼻
常

体

じ
ょ
う
た
い 

一
耳
常
体 



 

 

一
背
常
体
、
中

肉

ち
ゅ
う
に
く 

一
言 ご

ん

舌 ぜ
つ

さ
わ
や
か
に
て
、
尖
き
方 

 
 

そ
の
節
着
用 

一
鍬
形

く
わ
が
た

付
き
甲

か
ぶ
と

着
用 

一
黒
き
陣
羽
織

じ

ん
ば

お

り 

一
そ
の
ほ
か
着
用
わ
か
ら
ず 

 

〈
用
語
の
解
説
〉 

・
二
月
十
九
日
…
天
保
８
（
１
８
３
７
）
年
２
月
19
日
。 

・
乱
妨
…
略
奪
、
暴
行
、
破
壊
な
ど
の
不
法
行
為
。 

・
与
力
…
町
奉
行
の
支
配
下
で
司
法
・
警
察
な
ど
治
安
維
持
に
あ
た
り
、
同

心
を
指
揮
し
て
職
務
を
遂
行
し
た
。 

・
月
代
…
成
人
男
子
が
前
髪
か
ら
頭
頂
部
ま
で
髪
を
そ
る
こ
と
。 

・
常
体
…
ふ
つ
う
。 

・
言
舌
…
も
の
の
言
い
方
。 

・
陣
羽
織
…
戦
場
で
具
足
の
上
に
着
用
し
た
上
衣
。 

 

〈
解
説
〉 

 

大
塩
平
八
郎
（
１
７
９
３
～
１
８
３
７
）
の
人
相
書
で
あ
る
。
年
齢
・
身

体
の
特
徴
・
当
時
身
に
着
け
て
い
た
服
装
な
ど
を
記
し
て
い
る
。 

 

大
塩
は
、
大
坂
町
奉
行
所
の
与
力
で
あ
っ
た
。
そ
の
人
柄
や
仕
事
ぶ
り
か

ら
信
望
を
集
め
て
い
た
が
、
38
歳
で
与
力
の
職
を
息
子
格
之
助
に
譲
り
、
私

塾
「
洗 せ

ん

心 し
ん

洞 ど
う

」
で
与
力
・
同
心
・
豪
農
の
子
弟
に
陽
明
学

よ
う
め
い
が
く

を
教
え
て
い
た
。 

 

天
保
７
（
１
８
３
６
）
年
の
凶
作
に
よ
る
飢
饉

き

き

ん

は
全
国
に
及
び
、
大
坂
も

例
外
で
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
奉
行
所
は
幕
府
か
ら
の
江
戸
廻
米
令
に

従
っ
て
米
不
足
に
悩
む
江
戸
へ
米
を
送
り
、
豪
商
の
な
か
に
は
米
を
買
い
占

め
て
大
儲 も

う

け
を
た
く
ら
む
者
も
い
た
。
大
塩
は
大
坂
東
町
奉
行
の
跡
部
良
弼

に
救
済
策
を
進
言
し
た
も
の
の
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
、
つ
い
に
挙
兵
を
決
意
し

た
。 

 

大
塩
は
自
ら
の
蔵
書
す
べ
て
を
売
り
払
い
、
貧
民
の
救
済
に
充
て
た
。
さ

ら
に
「
檄 げ

き

文
」
を
近
隣
の
村
々
に
配
り
、
決
起
へ
の
理
解
と
参
加
を
呼
び
掛

け
て
い
る
。
大
砲
や
武
器
・
弾
薬
も
手
に
入
れ
て
決
起
の
準
備
を
進
め
た
。

２
月
19
日
の
早
朝
、
洗
心
洞
に
集
う
門
弟
二
十
数
名
と
と
も
に
、
総
勢
約
３

０
０
人
が
「
救
民
」
の
旗
を
掲
げ
て
進
撃
し
、
大
坂
天
満

て

ん

ま

（
大
阪
市
北
区
）

一
帯
を
焼
き
払
っ
た
。
大
坂
町
奉
行
所
の
鎮
圧
に
よ
り
半
日
で
鎮
圧
さ
れ
た

が
、
火
災
は
翌
日
ま
で
鎮
火
せ
ず
、
市
中
の
５
分
の
１
が
焼
失
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
大
火
で
被
害
を
受
け
た
は
ず
の
庶
民
は
、
む
し
ろ
大
塩
ら
の
行
動

に
同
情
的
だ
っ
た
と
い
う
。 

 

大
塩
が
行
方

ゆ

く

え

を
く
ら
ま
し
た
た
め
、
幕
府
は
逃
亡
し
た
大
塩
ら
首
謀
者
の

人
相
書
を
諸
国
に
配
布
し
、
き
び
し
い
捜
索
を
行
っ
た
。
挙
兵
か
ら
40
日
後
、



 

 

よ
う
や
く
大
塩
父
子
を
発
見
し
た
が
、
父
子
は
火
を
放
っ
て
自
害
し
た
。 

大
坂
と
い
う
重
要
な
直
轄
地
で
、
町
奉
行
所
の
元
与
力
が
主
導
し
て
公
然

と
挙
兵
し
た
こ
と
は
幕
府
や
諸
藩
に
も
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
こ
の
乱
に

刺
激
さ
れ
て
越
後
柏

崎

か
し
わ
ざ
き

で
は
生
田

い

く

た

万
よ
ろ
ず

の
乱
が
お
こ
る
な
ど
し
、
天
保
の
改

革
が
開
始
さ
れ
る
原
因
と
も
な
っ
た
。 

 

【
参
考
文
献
】 

・
家
永
三
郎
編
『
日
本
の
歴
史
３
』
ほ
る
ぷ
出
版 

・
歴
史
教
育
者
協
議
会
編
『
一
〇
〇
問
一
〇
〇
答
・
日
本
の
歴
史
４ 

近
世
』
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